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議
会
の
し
く
み
と
新
体
制

�

原
村
議
会
議
長
　
平
出 

敏
廣

　
住
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
当
村
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
５
月
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
二
年
任
期
申
し
合
わ
せ
の

改
選
に
て
、
議
長
に
平
出
敏
廣
、
副
議
長
に
小
松
志
穂
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
が
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
明
文

化
し
た
「
原
村
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
と
共
に
歩
む
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
及
び
議
員
の
活
動
が
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
村
勢
の
持
続
的
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
環
と
し
て
議
場
に
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
傍
聴
者
の
皆
様
に
も
見
て
わ
か
り
や
す
い
議
会
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副議長

小松 志穂

議長

平出 敏廣

　議会は令和５年の改選から２年が経過した本年５月に臨時会を開き、任期申し
合わせに沿って正副議長を選出、また各委員会構成を改めました。本号では議会
のしくみと新体制について紹介します。

特 集

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
村
議
会
の
役
割
も
一

層
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
執
行
機
関
と

の
真
摯
な
議
論
に
よ
り
、
村
政
の
諸
課
題
に
有
効
な

村
勢
発
展
の
為
に
誠
心
誠
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
村
議
会
へ
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

政
策
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
で
活

力
あ
る
「
は
ら
」
の
実
現
に
向
け
、

村
議
会
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
し
、
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議会を知ろう

　定期的に開かれる議会を定例会、必要に応じて開かれる議会を臨時会といいま
す。定例会は年４回、おおむね３月、６月、９月、12月に開かれます。３月定例会
では次年度予算を、９月定例会では前年度決算が主に審議されます。
　定例会中には、議員全員による「本会議」と、分担して専門的に話し合う「委員
会」があります。また、定例会では、議員が村政全般について問いただす「一般質
問」があります。

定例会

本会議
　村長が議案を上程します（上程：議題として
審議の対象とすること）。議案が説明され、質
疑・答弁の後、議案は委員会に託されます（付
託）。一般質問は、１人60分の持ち時間で行い
ます。

本会議
　最終日の本会議で委員会での審査の経過や結
果が報告されます。その後賛成および反対の意
見が述べられ、最終的に多数決で議案の可否を
決定します（議決）。

議会は誰でも傍聴できます！
本会議だけでなく委員会も公開しており、

委員長の許可をとれば誰でも傍聴が可能です。
詳しくは裏表紙下部をご覧ください。

委員会
　付託された議案を、委員会で詳細に審査しま
す。担当課の説明を聞いたり、必要に応じて現
地調査なども行った後、委員会での可否を多数
決で決定します。

　定例会のない時にも、委員会や全員協議会が
開かれます。全員協議会とは、村政全般にかか
わる事項や、議会の運営に関する事項などを議
員全員で協議する会議です。
　また、住民との意見交換会や各種団体との懇
談会、視察・研修や勉強会なども行っています。

その他
の活動

八ヶ岳農業大学校の現地視察
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原村議会

キッズページ

　原村議会キッズページでは、議会の仕組みや定例会の
流れなどを小学校高学年でも分かるように解説していま
す。大人でも意外と知らない議会の仕組み、ぜひお子さ
んやお孫さんと一緒にご覧ください。右のQRコードか
らご覧いただけます。



委員会の役割と構成は

■総務産業常任委員会
　税金、産業、インフラ、防災などの分野を担当
しています。
［担当：総務課、企画財政課、住民税務課、農林課、
商工観光課、建設水道課のうち建設係及び上下水
道係、消防室、会計室］

■社会文教常任委員会
　教育、子育て、福祉、医療、環境などを担当し
ています。
［担当：子ども課、生涯学習課、保健福祉課、建設
水道課のうち環境係］

委員長佐宗 利江 委員百瀨 嘉德
副委員長芳澤 清人 委員森山 岩光

委員松下 浩史
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委員長半田 　裕 委員村田 俊広
副委員長中村 浩平 委員宮坂 早苗

委員小松 志穂



■広報広聴常任委員会
　議会だよりを発行し、議会活動をお知らせして
います。また意見交換会を開催し、住民の多様な
意見を聴く機会を設けています。

■議会運営委員会
議会運営、議会改革の検討を行います。

委員長芳澤 清人 委員佐宗 利江
副委員長百瀨 嘉德 委員半田 　裕

委員森山 岩光

■議会改革特別委員会
委員＝議長を除く全議員

〈これらの課題に取り組みます〉
　●ICTの活用・導入
　●議員の業務量と議員報酬
　●適正な議員定数
　●議会議員政治倫理条例案

5

■事務組合議会
　村の一部の事務は、他市町と共同して５つの事
務組合等で行われています。各組合議員は、村議
の中からも選出されています。

［諏訪広域連合議会］
平出 敏廣・宮坂 早苗
［諏訪中央病院組合議会］
森山 岩光
［南諏衛生施設組合議会］
中村 浩平・百瀨 嘉德・村田 俊広
［諏訪南行政事務組合議会］
小松 志穂・半田 　裕
［諏訪広域公立大学事務組合議会］
平出 敏廣・芳澤 清人

委員長松下 浩史 委員中村 浩平
副委員長村田 俊広 委員宮坂 早苗

委員小松 志穂



私たちの声を届けたい！

皆さんの声を村政に活かすため、下記のような制度と機会を設けております。

意見交換会に
お出掛けください
　議会では定期的に、意見交換の場
として、テーマをしぼった「みんな
のひろば」と各地区に出向いての「座
談会」を開催しています。日頃から
困っていることや、もっとこうした
方がいいなど、あなたの意見を議会
にお聞かせください。

陳情や請願を受け付けています
　陳情・請願とは、村の仕事などについて、「こんなことをして欲しい」「こんな風
になって欲しい」という願いや意見を、村議会に文書で直接提出できる仕組みです。
国や県に関することも提出できます。
・�住所・国籍・年齢などに関係なく、誰でも提
出できます。未成年者や団体、法人でも、ま
た、１人でも連名でも提出可能です。
・�陳情は、陳情書を作成すれば提出できます。
請願は、提出に議員の紹介が必要になるた
め、１名以上の議員に紹介議員になってもら

う必要があります。
・�受付は議会事務局になります。提出方法の相
談にも応じていますので、お気軽にご相談く
ださい。

※�詳細は議会ホームページ� �
にも掲載しています。

お申し込みくだされば

懇談会を開きます
　皆さんのお仲間で、議員と話をして
みたい。話を聞いてもらいたい。と
いった事はありませんか？そんなとき
には是非、議会事務局（79-7951）に連
絡をください。懇談をいたしましょう！
※�個人でも団体でもお申込みいただ
けます。

提　出①

陳情・請願
の流れ

議会事務局に提出する
と議長が受理します

〉〉〉 〉〉〉

採択された場合、国・県に
意見書が提出されます

委員会で審査され、
本会議で採決します

審査・採決② 結果の通知③
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7

テーマ �子育てしやすい�
� 村とは？

子どもたちが自由に遊べていない

・�自由に自然の中を走り回れる環境、学校
の校庭などでも遊べない環境がある

保育園や学童クラブの充実

・�少子化の中、保育園の規模や学童クラブ
は現状に合っているか

学校以外の子どもたちの居場所の現状

・�学校以外の居場所への地域の理解と親の
サポート体制の推進

テーマ �どう考える？�
� 「街の幸福度」
自然環境が良い

・�静かな環境・空気、公害、災害が少ない
・�自然・星・SDGsに基づく暮らしができ
る　　

人とのつながりがある

・�顔が見え助け合える、干渉されない関係
性がある

道路整備・公共交通に課題がある

・�道路の整備不足や見通しの悪さ、買い物
便のバスが欲しい

守って欲しいこと

・�暗さ・光害対策、店などは少なくて良
い、開発と自然のバランスが大切

テーマ �区・自治会と�� 村のあり方は？
区役員のなり手不足による区運営の難しさ

・�少子高齢化の影響で役員のなり手不足がある

区業務と役員・役割の見直しが必要

・�村から区への委託する業務の軽減が必要では

区・自治会への加入推進

・�区と村が連携し移住者の加入促進を図る
・�区費が高い(区業務の説明と理解が足りてい
ない)
・�入区していない場合、災害時の安否確認に余
計な人員とお金が必要になる
・�広報はらが配布されないなど、入区の有無で
差が出る
・�区未加入者への情報伝達の方法に課題がある

集落支援員の導入

・�区役員の負担軽減を図る

区政への無関心

・�区政に対する無関心な住民が増えている
・�関心を持ってもらうための対策が必要

　２月１日中央公民館講堂で「みんなのひろ
ば」を開催しました。住民19名に参加いただ
き、３つのテーマに分かれて、活発な意見交換
を行いました。開催後のアンケートでは、立場
や地区、年齢の違いとその思いを聞くことは有
意義であった、などの感想と次回議論したい
テーマについての案、定期的な開催を望む声も
ありました。当日出された意見を紹介します。

テ
ー
マ
別

意
見
交
換
会「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」を
開
催
し
ま
し
た



から議審

職
員
の
派
遣
条
例
を
改
正

　
こ
れ
ま
で
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
を
派
遣
で
き

る
よ
う
に
条
例
を
改
正
し
た
。

　
今
年
、
観
光
推
進
組
織
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
原
村
観
光
局
が
設
立
さ
れ
た
。

原
村
観
光
局
が
設
立
か
ら
間
も
な
い
こ
と
か
ら
人
的
リ
ソ
ー
ス
に
乏
し
く
、
ま
た
、

事
業
内
容
に
公
益
的
事
業
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
村
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

と
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
４
名
を
派
遣
す
る
予
定
。

　
４
名
の
う
ち
３
名
は
国
か
ら
人
件
費
等
が
支
払
わ
れ
る
制
度
を
利
用
し
て
、
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名
（
上
限
６
８
０
万
円
／
人
）、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
名
（
上
限
５
２
０
万
円
／
人
）
を
採
用
し
て
村
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
図
る
。

原村観光局の事業の全てが公益的
事業でなくても職員を派遣できる
のか。

公益的事業があれば派遣できる。

スタートアップ支援のための時限
的な派遣と考えているか。

長期的となると難しい。スタート
時の支援として地域おこし協力隊
の制度を活用する。地域プロジェ
クトマネージャーも３年間での成
果次第。

Q

A
Q

A

原村観光局への派遣に関しての留
意事項は。

契約はこれからになるが、勤務時
間や休日、公益的業務と収益的業
務の兼ね合いをどのようなルール
にするか検討していく。

派遣先法人に対して村が意見する
ことができるか。

それは難しい。派遣職員が公益的
事業に関係ない活動を行っていな
いかなどの精査はできる。

Q

A

Q

A

反対討論
・�（中村）現場部門の職員数が足りていない中、民間法人に４人もの職員を派遣。
しかも給与は全て公費から出すと。これは住民側からみれば有り得ない話。

賛成討論
・�（松下）村の負担軽減を考え国から報酬等が支払われる制度を利用し新たに人材
を採用。他部署への影響はない。必要な事業には必要な人材を配置すべき。

・�（小松）議会は派遣予定職員分を含めた当初予算を可決しており、予算が適正に
執行されるためにも改正案に賛成。

一般社団法人
原村観光局

原 村

交付金

人件費・活動費

地域プロジェクト
マネージャー

会計年度
任用職員

地域おこし協力隊

人件費

国
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会
計
年
度
任
用
職
員
を
派
遣
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の
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直
し
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第
22条
）
 

 
附
則
 本

村
議
会
は
、
住
民
自
治
実
現
の
た
め
に
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
築
く
こ
と
を

決
意
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。
 

第
１
章
 
総
則
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
二
元
代
表
制
の
下
、
住
民
か
ら
負
託
を

受
け
た
議
員
が
原
村
議
会
（
以
下
「
議
会
」
と
い
う
。
）
の
基
本
理
念
、
活
動
原
則
等
の
基
本

的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
及
び
村
勢
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
 

（
定
義
）
 

第
２
条
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。
 

⑴
 
住
民
 
村
内
に
居
住
す
る
者
又
は
村
外
か
ら
の
通
勤
者
、
通
学
者
等
村
内
に
お
け
る
滞
在

者
を
い
う
。
 

⑵
 
村
長
等
 
村
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
及
び
そ
の
補
助
職
員
を
い
う
。
 

第
２
章
 
議
会
及
び
議
員
の
責
務
並
び
に
活
動
原
則
 

（
議
会
の
役
割
と
責
務
）
 

第
３
条
 
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
役
割
を
担
う
も
の
と
す
る
。
 

⑴
 
議
案
等
の
審
議
及
び
審
査
に
よ
り
、
村
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
。
 

⑵
 
住
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
村
政
等
の
調
査
及
び
研
究
を
行
い
、

政
策
立
案
及
び
政
策
提
案
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
 

⑶
 
村
長
等
の
事
務
の
執
行
に
対
す
る
監
視
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。
 

⑷
 
国
会
又
は
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
す
る
ほ
か
、
決
議
に
よ
り
議
会
の
意
思
を
表
明
す

〇 賛成、× 反対、△ 趣旨採択又は一部採択に賛成、
▽ 退席、― 欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

百
瀨
嘉
德

半
田　
裕

佐
宗
利
江

中
村
浩
平

村
田
俊
広

宮
坂
早
苗

森
山
岩
光

芳
澤
清
人

松
下
浩
史

小
松
志
穂

議案第29号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

賛否が分かれた議案等� ６月定例会　審議結果

　議会は、開かれた議会を目指し、議会改革特別
委員会を設置し、議会改革に取り組んでいます。
検討事項のひとつであった議会基本条例は、制定

誠実な議会運営を誓う
�  「原村議会基本条例」を制定

の必要性を含め、先進地視察などを行い、
調査、研究を重ね、長きにわたり議論
を重ねてようやく形となりました。

　今定例会において議会基
本条例を議案として提出し、

議会基本条例
制定にあたっての思い

　昨今の地方分権の進展に伴い、地方自治体には
自主的な判断とその結果に対する責任が強く求め
られています。その中で、二元代表制の一翼であ
る議会の役割と責任は、ますます重みを増してい
ます。
　議会基本条例は、地方自治の本旨に基づき、住
民福祉の向上と村勢の発展に寄与することを目的
として制定するものです。議会の活動や運営に関
する基本的な考え方や仕組みを明文化することに
より、開かれた議会を目指します。
　議会は、本条例を最高規範として、誠実な議会
運営をすることを誓います。

条例の概要

原村議会基本条例は以下の７章で構成され
ています。

第１章　総則
第２章　�議会および議員の責務並びに活動

原則
第３章　住民と議会との関係
第４章　村長等と議会との関係
第５章　議会の機能の強化
第６章　議会の組織体制
第７章　他条例との関係及び見直し手続

条例本文はQRコードから

全会一致で可決しま
した。
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一 般 質 問

芳よ
し

澤ざ
わ 

清き
よ

人と

議
員

１
．県
道
１
９
７
号
払
沢
茅
野
線
、
阿
久
か
ら
坂
室
路
線

２
．阿
久
川
護
岸
工
事

３
．小
中
学
校
の
教
育

森も
り

山や
ま 

岩い
わ

光み
つ

議
員

１
．令
和
５
年
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
生
か
し
た
強
靭
化
対
策

２
．農
業
振
興
策
（
生
食
用
ぶ
ど
う
栽
培
の
普
及
促
進
と
支

援
の
考
え
は
）

３
．水
源
涵
養
環
境
と
浅
井
戸
の
設
置
状
況
は

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

平へ
い

議
員

１
．ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
も
み
の
湯
の
改
修
計
画
と
運
営

２
．執
行
部
が
作
成
し
て
い
る
行
政
組
織
図
、
余
り
に
不
可

解
３
．老
朽
化
し
て
い
る
深
山
農
村
公
園
、
中
新
田
区
に
譲
渡

す
る
つ
も
り
か
。

百も
も

瀨せ 

嘉か

德と
く

議
員

１
．屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
用

２
．少
子
化
対
策

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．村
土
利
用
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ

２
．景
観
・
環
境
施
策
の
現
状
と
今
後

村む
ら
田た 

俊と
し
広ひ
ろ

議
員

１
．防
災

２
．区
・
自
治
会

３
．樅
の
木
荘

４
．フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

宮み
や
坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．地
方
創
生
交
付
金
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
創
業
移
住
支

援
事
業
の
実
施
を

２
．住
居
確
保
の
た
め
の
、
国
土
交
通
省
空
き
家
対
策
総
合

支
援
事
業
の
活
用
を

３
．奨
学
金
選
考
基
準
に
ひ
と
り
親
を
対
象
と
す
る
文
言
の

追
加
を

４
．地
域
応
援
商
品
券
事
業
、
地
域
経
済
の
循
環
を
考
え
て

行
う
こ
と
が
重
要
で
は

半は
ん

田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．村
の
事
業
の
見
え
る
化
を

２
．充
実
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
へ
の
支
援
を

３
．子
ど
も
の
権
利
を
大
切
に
し
た
子
ど
も
の
放
課
後
支
援

を
４
．中
学
生
議
会
・
原
村
学
の
充
実
を

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
呼
称
使
用

２
．二
地
域
居
住

３
．樅
の
木
荘
・
も
み
の
湯

松ま
つ

下し
た 

浩ひ
ろ

史し

議
員

１
．産
業
振
興
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か

２
．チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
廃
止
の
理
由
と
今
後

３
．有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

４
．役
場
は
魅
力
あ
る
職
場
か

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が�

で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

６月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
に
対
し

て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
点
を

た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

森山 岩光 議員

問　
近
年
、
８
戸
程
の
農

家
が
生
食
用
ぶ
ど
う
栽
培

を
始
め
た
。
自
家
用
・
試

験
的
な
栽
培
が
主
だ
が
、

既
に
販
売
し
て
い
る
生
産

者
も
い
る
と
聞
く
。
担
当

課
で
は
、
問
い
合
わ
せ
相

談
な
ど
受
け
て
い
る
か
、

把
握
に
努
め
て
い
る
か
。

農
林
課
長　
相
談
レ
ベ
ル

の
事
案
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
が
、
栽
培
を
考
え
て
い

る
・
作
り
始
め
た
い
、
と

言
う
話
は
２
件
ほ
ど
あ
る
。

問　
Ｊ
Ａ
で
は
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
会
員
を
募
集

す
る
な
ど
既
に
動
き
始
め

て
い
る
状
況
だ
。
ぶ
ど
う

は
商
品
化
率
、
収
益
率
の

高
い
品
目
で
あ
り
加
え
て
、

農
地
耕
作
者
は
増
え
遊
休

農
地
解
消
に
も
繋
が
る
と

認
識
す
る
が
、
栽
培
促
進

に
向
け
た
支
援
策
の
考
え

は
あ
る
か
。

問　
令
和
５
年
の
集
中
豪

雨
で
は
近
年
に
な
い
被
害

件
数
と
な
っ
た
。
今
後
も

災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
が

予
測
さ
れ
て
い
る
、
災
害

を
教
訓
に
更
な
る
強
靭
化

対
策
の
推
進
を
要
望
す
る
。

建
設
水
道
課
長　
災
害
現

場
の
再
調
査
と
優
先
順
位

を
精
査
し
、
災
害
・
防
災

に
役
立
て
る
対
策
方
法
を

模
索
し
て
い
く
。

農
林
課
長　
個
人
の
農
地
、

受
益
者
が
共
有
す
る
汐
も

あ
る
。
連
携
し
適
切
に
管

理
し
て
い
く
。

農業振興

防災減災

■問
生
食
ぶ
ど
う
促
進
の
考
え
は

■答
先
ず
は
生
産
者
の
動
向
把
握

■問教訓を生かした施策を
■答優先順位を精査し計画

農
林
課
長　
生
産
者
・
Ｊ

Ａ
の
今
後
の
動
向
を
注
視

し
、
相
談
な
ど
あ
れ
ば
検

討
の
機
会
を
設
け
進
め
て

い
き
た
い
。

動画はこちら

芳澤 清人 議員

問　
県
道
に
移
管
さ
れ
る

阿
久
坂
室
線
は
中
央
道
の

桁
下
を
く
ぐ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
勾
配
が
急

で
下
に
は
大
早
川
が
あ
り

難
工
事
が
予
想
さ
れ
る
。

ど
の
様
な
規
模
と
形
体
か

ま
た
今
後
の
計
画
は
。

建
設
水
道
課
長　
中
央
道

下
は
狭
く
一
つ
の
桁
間
に

に
つ
き
１
車
線
を
通
す
。

桁
の
鋭
角
な
形
状
は
交
差

部
を
直
角
に
近
く
通
す
こ

と
で
安
全
性
を
高
め
る
設

計
。
歩
行
者
道
路
を
片
側

に
設
置
、
車
道
と
歩
行
者

を
分
離
し
、
安
全
性
を
確

保
す
る
。
カ
ラ
マ
ツ
林
の

区
間
や
急
坂
な
ど
危
険
個

所
に
つ
い
て
は
重
点
的
に

対
応
す
る
よ
う
県
に
要
請

す
る
。
側
道
と
交
差
す
る

箇
所
は
横
断
歩
道
を
設
置

す
る
よ
う
関
係
機
関
に
強

く
要
請
す
る
。
必
要
に
応

じ
信
号
機
の
設
置
な
ど
の

対
策
を
検
討
す
る
。
新
設

問　
生
き
る
力
の
育
成
、

課
題
を
通
し
て
得
ら
れ
る

問
題
解
決
能
力
な
ど
の
能

動
的
な
学
び
の
学
習
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
。

教
育
長　
問
題
解
決
型
の

能
動
的
な
学
び
は
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
本
村
で
は
教
育
課
程

を
効
果
的
に
編
成
し
、
弾

力
的
な
運
用
を
す
る
中
で

小
学
校
で
は
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
を
、
中
学
校
で
は

原
村
学
を
通
じ
て
教
科
を

横
断
す
る
形
で
課
題
解
決

型
の
学
習
を
進
め
て
い
る
。

県道移管

能動学習

■問
阿
久
坂
室
線
の
ル
ー
ト
状
況

■答
令
和
11
年
度
に
着
工
開
始

■問問題解決能力を高める教育を
■答教育課程を効果的に編成

道
路
を
大
早
川
よ
り
南
に

移
動
す
る
こ
と
で
橋
の
鋭

角
な
部
分
は
解
消
さ
れ
る
。

工
事
予
定
は
令
和
10
年
ま

で
に
用
地
を
確
保
し
11
年

度
に
工
事
を
着
手
す
る
予

定
。
工
事
期
間
は
５
年
か

ら
８
年
を
見
込
ん
で
い
る
。

動画はこちら
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一 般 質 問

中村 浩平 議員

問　
旅
館
「
樅
の
木
荘
」

は
５
億
円
も
か
け
て
大
改

修
し
た
の
に
住
民
の
福
祉

施
設
『
も
み
の
湯
』
は
必

要
最
低
限
の
改
修
。
こ
れ

で
は
筋
が
通
ら
な
い
が
。

商
工
観
光
課
長　
村
の
財

政
状
況
も
踏
ま
え
、
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
。
修

繕
が
必
要
な
箇
所
を
選
択

し
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

問　
現
代
は
セ
パ
レ
ー
ト

さ
れ
た
空
間
が
望
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
に
改
修

す
る
予
定
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
改
修
は

魅
力
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

財
政
状
況
か
ら
困
難
。

問　

金
券
と
も
言
え
る

『
も
み
の
湯
回
数
券
』
に
、

突
然
、
有
効
期
限
が
設
定

さ
れ
て
い
た
。
料
金
等
に

係
る
こ
と
は
議
会
の
議
決

問　
老
朽
化
し
て
い
る
村

立
の
深
山
農
村
公
園
。
階

段
や
手
す
り
の
丸
太
は
腐

り
、
駐
車
場
の
白
線
は
完

全
に
消
え
て
い
る
。
な
ぜ

中
新
田
区
に
譲
渡
す
る
つ

も
り
な
の
か
。
そ
の
後
の

改
修
費
用
は
一
体
誰
が
負

担
し
て
い
く
の
か
。

農
林
課
長　
も
と
も
と
の

設
置
さ
れ
た
経
緯
か
ら
考

え
て
妥
当
だ
と
判
断
し
て

い
る
。
仮
に
こ
の
ま
ま
移

譲
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

後
の
所
有
者
で
あ
る
中
新

田
区
が
負
担
し
て
い
く
形

に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
い

る
。

もみの湯

深山公園

■問
改
修
計
画
す
じ
が
通
ら
な
い

■答
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
判
断

■問なぜ譲渡するつもりなのか
■答区の要望に沿う形で進める

事
項
で
あ
る
。
い
っ
た
い

誰
の
指
示
で
い
つ
か
ら
始

め
た
も
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
平
成
31

年
４
月
に
設
定
し
た
。
現

時
点
で
は
誰
の
指
示
か
は

わ
か
ら
な
い
。

動画はこちら

百瀨 嘉德 議員

問　
特
に
冬
場
の
高
齢
者

の
運
動
の
場
と
し
て
健
康

増
進
や
交
流
の
場
と
し
て

寄
与
し
て
い
る
施
設
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長　
冬
場
の

コ
ー
ト
確
保
や
高
齢
者
の

健
康
増
進
、
交
流
の
場
と

し
て
貢
献
し
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長　
大
会
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
、
雨

天
延
期
が
難
し
い
大
会
を

含
め
年
間
予
約
を
活
用
し

て
柔
軟
な
対
応
が
行
わ
れ

て
お
り
評
価
し
て
い
る
。

問　
健
康
増
進
施
設
と
し

て
利
用
頻
度
を
増
加
さ
せ

る
た
め
、
料
金
の
見
直
し

や
社
会
体
育
館
の
登
録
団

体
と
同
じ
様
な
減
免
措
置
、

ま
た
は
、
新
た
な
割
引
制

度
の
導
入
は
出
来
な
い
か
。

問　
昨
年
度
本
村
で
生
ま

れ
た
子
供
は
30
人
と
少
な

い
、
今
ま
で
色
々
と
少
子

化
対
策
事
業
を
行
っ
て
き

た
が
、
こ
れ
と
し
た
決
め

手
が
な
く
複
合
的
対
策
を

今
後
も
続
け
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
一

つ
の
施
策
と
し
て「
出
産
祝

い
金
」を
50
万
円
以
上
に

引
き
上
げ
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　
令
和
５

～
９
年
度
10
万
円
を
始
め

た
、
そ
の
成
果
を
見
た
い
。

村
長　
子
育
て
環
境
の
充

実
な
ど
多
様
な
方
向
で
検

討
す
る
。

健康増進

少子化

■問
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
用

■答
使
用
料
減
免
は
難
し
い

■問少子化対策は
■答様々な施策を講じる

商
工
観
光
課
長　
施
設
の

管
理
運
営
を
指
定
管
理
者

に
お
願
い
し
て
い
る
た
め
、

登
録
団
体
は
設
け
て
い
な

い
。
料
金
の
引
き
下
げ
等

収
入
の
減
少
に
な
る
見
直

し
の
予
定
は
今
の
所
は
な

い
。

動画はこちら
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一 般 質 問

動画はこちら

小松 志穂 議員 環境保全

問　
グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト

ゾ
ー
ン
の
人
口
増
加
が
著

し
い
。
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
い
る
村
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

は
現
状
に
合
っ
て
い
る
か
。

村
長　
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
趣

旨
は
適
切
だ
が
、
当
初
の

想
定
と
異
な
る
土
地
利
用

が
一
部
で
進
行
し
て
お
り
、

実
効
性
に
は
課
題
が
あ
る
。

問　
リ
ビ
ン
グ
ゾ
ー
ン
に

居
住
を
誘
導
で
き
て
い
な

い
要
因
や
今
後
の
対
策
は
。

企
画
財
政
課
長　
景
観
が

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
自
然
の

中
に
人
気
が
偏
っ
て
い
る
。

今
後
リ
ビ
ン
グ
ゾ
ー
ン
へ

の
誘
導
施
策
が
課
題
。

問　
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通

を
見
越
し
て
南
部
エ
リ
ア

に
居
住
誘
導
を
図
る
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す

る
と
し
て
い
る
が
、
村
土

全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

問　
環
境
保
全
条
例
の
改

正
が
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性
か
。

建
設
水
道
課
長　
宅
地
等

開
発
地
と
保
健
休
養
地
の

線
引
き
を
見
直
し
た
上
で

条
例
改
正
を
す
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

改
正
に
向
け
た
根
本
的
な

検
討
を
始
め
る
。

問　
ど
う
い
う
目
的
で
条

例
改
正
を
行
う
の
か
。

村
長　
村
内
の
居
住
地
域

が
大
き
く
変
わ
る
な
ど
近

年
の
変
化
に
伴
う
複
合
的

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
。

村土利用

■問
村
土
利
用
ど
う
し
て
い
く

■答
南
部
エ
リ
ア
の
取
組
を
優
先

■問環境保全条例改正の方針は
■答今年度から取組みを始める

ン
が
必
要
で
は
。

村
長　
ま
ず
は
政
策
効
果

が
高
い
と
見
込
む
南
部
エ

リ
ア
に
資
源
を
集
中
す
る
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
含
め
て
段
階
的
に
全
体

ビ
ジ
ョ
ン
も
考
え
て
い
く
。

問　
本
村
の
不
登
校
の
現

状
と
対
応
は
。

教
育
長　
小
学
校
、
中
学

校
、
た
ん
ぽ
ぽ
在
籍
、
中

間
教
室
、
保
健
室
通
学
な

ど
把
握
し
て
い
る
。
減
少

傾
向
で
、
支
援
が
一
定
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

問　
休
み
時
間
が
五
分
な

ど
、
時
間
割
が
き
つ
い
こ

と
が
不
登
校
の
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
な
い
か
。

教
育
長　
柔
軟
な
時
間
割

が
望
ま
し
い
と
思
う
。
魅

力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

り
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　
不
登
校
者
の
選
択
の

一
つ
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は

居
場
所
と
か
、
別
の
学
び

の
場
と
し
て
近
年
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
県
は
認

証
し
て
支
援
し
て
い
こ
う

と
い
う
方
向
。
近
隣
自
治

体
で
は
利
用
料
や
交
通
費

問　
異
常
気
象
が
続
く
中
、

住
民
は
山
林
火
災
を
心
配

し
て
い
る
。
近
所
に
ホ
ー

ス
が
未
設
置
の
消
火
栓
が

あ
っ
た
。
適
切
か
。

消
防
室
長　
消
防
室
の
在

庫
の
ホ
ー
ス
を
設
置
し
た
。

問　
防
災
対
策
に
つ
い
て

障
が
い
者
、
外
国
人
へ
の

配
慮
は
。

総
務
課
長　
障
が
い
者
の

個
別
避
難
計
画
を
策
定
中
。

外
国
人
に
対
し
て
十
分
で

な
く
、
多
言
語
対
応
の
強

化
な
ど
支
援
体
制
の
構
築

を
研
究
す
る
。

学びの場

防火防災

■問
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
補
助

■答
課
題
把
握
し
考
え
る

■問防災のバリアフリー
■答多言語化強化など

の
補
助
が
あ
る
。
本
村
で

は
な
い
。
検
討
は
。

教
育
長　
対
象
の
明
確
性

や
効
果
の
面
で
課
題
が
あ

る
が
、
現
状
を
把
握
し
、

よ
り
良
い
方
向
を
考
え
て

い
く
。

村田 俊広 議員

動画はこちら
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一 般 質 問

宮坂 早苗 議員 空家活用

問　
国
・
県
の
補
助
金
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
創
業
移

住
支
援
事
業
の
実
施
を
。

県
内
68
市
町
村
が
実
施
、

諏
訪
地
域
で
実
施
し
て
い

な
い
の
は
当
村
の
み
。�

�

活
用
を
考
え
て
は
。

村
長　
移
住
者
の
受
皿
、

住
環
境
の
課
題
が
解
決
で

き
て
い
な
い
た
め
、
移
住

支
援
金
の
導
入
は
見
送
っ

て
い
る
。
状
況
を
判
断
し

検
討
を
進
め
る
。

問　
当
村
を
選
ぶ
時
、
一

番
心
配
な
の
は
仕
事
。
今

年
度
予
算
化
さ
れ
な
か
っ

た
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助

金
は
、
仕
事
の
選
択
肢
と

し
て
起
業
も
あ
り
、
日
本

一
起
業
し
や
す
い
村
に
と

い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
再
設
置
の
考
え
は
。

村
長　
村
の
財
源
だ
け
で

は
な
く
、
国
県
の
補
助
金

活
用
、
支
援
策
を
考
え
る
。

問　
移
住
定
住
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
空
家
対
策
は

進
ん
で
い
な
い
。
リ
ビ
ン

グ
ゾ
ー
ン
の
空
家
対
策
に
、

国
の
空
家
対
策
総
合
支
援

事
業
の
活
用
を
。

建
設
水
道
課
長　
特
定
空

家
が
少
な
い
た
め
、
支
援

事
業
の
活
用
に
必
要
な
計

画
を
策
定
し
て
い
な
い
。

問　
法
改
正
が
あ
り
、
市

町
村
で
区
域
活
用
指
針
を

定
め
れ
ば
、
用
途
変
更
、

建
替
え
も
出
来
る
が
。

村
長　
市
場
に
出
て
く
る

よ
う
に
補
助
を
し
て
い
く
。

移住定住

■問
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
事
業
実
施
を

■答
課
題
解
決
が
で
き
て
い
な
い

■問住居確保に空家の活用を
■答まずは市場に出してもらう

ＵＩＪターンとは？
Ｕターン
　地方→地方へ
Ｉターン
　都会→地方へ
Ｊターン
　都会→地方都市へ移住

動画はこちら

半田 裕 議員 教　育

問　

子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
の
放
課
後
利
用
を
迎

え
待
ち
の
子
ど
も
だ
け
に

制
限
す
る
の
は
望
ま
し
く

な
い
と
考
え
る
が
。

子
ど
も
課
長　
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
送
迎
待
ち
以

外
の
児
童
の
利
用
は
想
定

し
て
い
な
い
。

問　
誰
で
も
受
け
入
れ
る

こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ

た
施
設
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
誰
が
そ
の
ル
ー
ル
を

決
め
た
の
か
。

教
育
長　
具
体
的
に
ど
こ

が
決
め
た
か
は
確
認
す
る

問　
子
ど
も
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
不
必
要
な

制
限
が
多
い
。
必
要
な

ル
ー
ル
を
子
ど
も
達
が
検

討
す
る
機
会
を
つ
く
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

子
ど
も
課
長　
子
ど
も
達

問　
放
課
後
の
校
庭
を
自

由
に
遊
べ
る
よ
う
開
放
で

き
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長　
開
放
の
制

度
が
あ
る
。
保
護
者
が
登

録
す
れ
ば
利
用
で
き
る
。

問　
学
校
に
責
任
が
生
じ

な
け
れ
ば
利
用
し
て
良
い

の
だ
と
し
た
ら
、
本
当
に

放
課
後
の
責
任
を
学
校
に

求
め
る
保
護
者
が
実
際
に

い
る
の
か
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
。

教
育
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
は
今
後
し
っ
か
り

と
検
討
す
る
。

教　育

■問
子
ど
も
が
考
え
る
ル
ー
ル
を

■答
今
後
は
決
め
て
も
ら
う

■問放課後の校庭開放を
■答学校の責任では不可能

動画はこちら

が
自
ら
意
見
を
表
明
し
、

そ
れ
を
基
に
施
設
の
ル
ー

ル
を
作
る
事
は
主
体
性
を

育
む
上
で
は
重
要
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
集
落
支

援
員
を
中
心
に
や
っ
て
い

た
だ
く
。
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一 般 質 問

佐宗 利江 議員 移住促進

問　
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

機
な
ど
Ｄ
Ｘ
化
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

商
工
観
光
課
長　
令
和
７

年
度
中
に
実
施
す
る
予
定
。

問　
露
天
風
呂
に
塩
素
を

投
入
し
始
め
た
経
緯
は
。

商
工
観
光
課
長　
安
全
の

た
め
。
保
健
所
の
指
導
の

下
で
行
っ
て
お
り
源
泉
か

け
流
し
に
は
変
わ
り
な
い
。

問　
住
民
か
ら
現
在
の
指

定
管
理
者
は
住
民
の
方
を

向
い
て
い
な
い
と
い
う
指

摘
が
あ
る
。
運
営
者
が
観

光
客
で
あ
り
住
民
の
意
向

を
理
解
で
き
な
い
の
で
は
。

ま
た
、
黒
字
決
算
の
見
通

し
で
あ
る
事
は
喜
ば
し
い

が
、
効
率
性
・
利
益
重
視

に
偏
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
。�

住
民
利
益
の
為
に
指
定
管

理
料
を
８
０
０
万
円
支

払
っ
て
い
る
は
ず
で
、
住

問　
国
で
二
地
域
居
住
法

が
策
定
さ
れ
た
。
移
住
促

進
の
た
め
制
度
を
利
用
し

た
よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　
富
士
見
町
と
リ
ニ

ア
開
通
に
向
け
て
連
携
し

て
お
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
認

識
し
て
お
り
、
南
部
地
区

開
発
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
一
環
と
し
て
、
今
後

の
社
会
情
勢
や
住
環
境
の

整
備
状
況
、
住
民
、
移
住

希
望
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
な

が
ら
積
極
的
に
検
討
す
る
。

樅の木荘

■問
住
民
利
益
は
あ
る
か

■答
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
く

■問二地域居住制度の導入は
■答南部開発の一環として検討

民
向
け
の
施
策
を
営
業
努

力
と
し
て
お
願
い
し
た
い
。

村
長　
住
民
の
為
に
現
在

の
指
定
管
理
者
へ
と
変
更

し
た
。
ご
指
摘
い
た
だ
い

た
細
か
い
部
分
は
し
っ
か

り
指
導
し
て
い
き
た
い
。

動画はこちら

松下 浩史 議員

問　
村
内
産
業
の
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
産

業
振
興
に
取
組
む
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長　
村
内
産

業
は
横
ば
い
、
な
い
し
下

降
傾
向
に
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
本
村
の
産
業
振
興

施
策
は
他
自
治
体
に
比
べ

て
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
政
と
職
員
体

制
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
は
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

問　
事
業
者
の
状
況
把
握

で
き
て
い
る
か
。
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
か
事
業

者
や
商
工
会
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
な
ど
、「
待
ち
」

で
は
な
く
「
動
く
」
姿
勢

が
必
要
で
は
。

商
工
観
光
課
長　
村
単
独

で
の
デ
ー
タ
収
集
は
行
っ

て
い
な
い
。
商
工
会
と
の

問　
グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト

ゾ
ー
ン
へ
の
移
住
が
増
え
、

鳥
獣
と
人
が
暮
ら
す
場
所

が
近
く
な
っ
て
い
る
。
移

住
者
の
多
く
は
農
業
と
は

縁
遠
く
、
鳥
獣
被
害
対
策

の
重
要
性
の
理
解
が
低
い
。

銃
を
持
ち
活
動
す
る
猟
友

会
の
方
へ
の
苦
情
や
設
置

し
た
罠
が
撤
去
、
破
壊
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
。

対
策
の
重
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
広
報
を
。

村
長　
通
年
を
通
し
て
、

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
考
え
て
掲

載
し
て
い
き
た
い
。

産　業

獣　害

■問
産
業
振
興「
動
く
」姿
勢
を

■答
す
ぐ
に
と
い
う
わ
け
に
は

■問獣害対策の重要性の広報を
■答通年を通じた掲載を検討

話
し
合
い
は
前
村
長
の
時

に
行
っ
た
が
、
継
続
で
き

て
い
な
い
。「
動
く
」
姿

勢
で
す
が
、
係
の
方
で
は

で
き
て
い
な
い
。
継
続
で

き
る
形
と
す
る
に
は
、
す

ぐ
に
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
思
う
。

動画はこちら
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議
会
だ
よ
り
は
ら

議会の傍聴にお出かけください
次回定例会
開会予定は８月29日（金）です

・�役場２階総務課前で受付後、傍聴席にお入りください。
・�会期中は本会議のほか、委員会の傍聴もできます。

問 議会事務局　☎79-7951（直通）

議会だよりへのご意見をお寄せください
よりよい議会だよりづくりのために、
皆さんのご意見を聞かせてください。

こちらから▶

議会広報広聴常任委員会
委 員 長　松下　浩史
副委員長　村田　俊広

委　　員　中村　浩平
委　　員　宮坂　早苗
委　　員　小松　志穂

小
松
　「
は
ら
ぺ
こ
さ
ん
」を
立
ち
上

げ
ら
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

清
水
さ
ん
　
以
前
に
他
の
地
域
で
同

じ
よ
う
な
場
所
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
地
元
・
原
村
内
に
も
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
て
食
事
が
で
き
た
り
勉

強
で
き
た
り
す
る
場
所
が
あ
っ
た
ら

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

村
田
　
ど
の
よ
う
に
開
か
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

小
倉
さ
ん
　
毎
月
第
１
・
第
２
・
第

３
金
曜
日
の
夕
方
（
17
時
か
ら
19

時
）
に
開
い
て
い
ま
す
。
１
０
０
人

ほ
ど
が
来
ら
れ
て
食
事
を
し
て
い
た

だ
く
の
と
、
お
米
を
含
め
た
お
土
産

も
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
　
お
米
を
は
じ
め
食
材
の

確
保
が
大
変
な
昨
今
で
す
が
、
長
野

県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
原
村
社
会
福
祉

協
議
会
、
生
活
ク
ラ
ブ
や
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

村
田
　
運
営
は
ど
の
よ
う
な
方
々
で

行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

小
倉
さ
ん
　
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
料
理
を
作
っ
て
く
れ
る
方
の
ほ

か
、
持
ち
帰
り
用
の
お
土
産
を
用
意

し
て
も
ら
っ
た
り
、
食
材
を
取
り
に

行
っ
て
い
た
だ
く
方
も
い
ま
す
。
募

集
は
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

小
松
　
現
状
で
の
課
題
や
思
う
と
こ

ろ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
倉
さ
ん
　
来
ら
れ
る
人
数
が
多
く

て
、
ゆ
っ
く
り
食
事
を
し
て
も
ら
え

な
い
の
が
申
し
訳
な
い
と
思
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
同
士
で
話
し
た
い
こ

と
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
食
事

が
済
ん
だ
ら
席
を
立
っ
て
も
ら
っ
て

し
ま
う
現
状
で
す
。

清
水
さ
ん
　
私
た
ち
も
皆
さ
ん
と

ゆ
っ
く
り
お
話
が
で
き
た
ら
嬉
し
い

で
す
ね
。

「支える場」は多くの人に支えられて

議員が訪ねてお話を伺いました

こども食堂
はらぺこさん

てせ

かき

清水美保香さん　　　小倉佳美さん

　小松志穂議員　　　　村田俊広議員　　


